
しゅようせい

この調査の目的は主要貨物を等級日11に知1ろうとするもので，

指定月において笑施する。調査純悶および方法は品目別調査の

場合と同様であるが， この場合には輸送貨物の品名に適用され

る等級を同時に調査して計上する。作成された調査表は品目別

調査と問機に後械作業によって原表を作成し，これにもとづい

て本調査の結果表を作成する。本調査の結来，車扱貨物の輸送

突休がつぎの 2 項目に よ って示される。

① '11扱貨物の等級別鱗造 ② 等級別 1 t 平均輸送キロ

③ 等級別の輸送キロ分布 ④ 鉄道管現局別等級別発送およ

び到着ト γ数 ⑤ 等級別の品目隙造

3 特種貨物調査

国鉄線および社線発送の車扱貨物で，閏鉄線を輸送(自動車

線内輸送および構内運送を除 く )した特極貨物については，主

要貨物と区別して毎月輸送トン数および迩貨を計算して輸送突

般を制貸し，特極貨物数量および巡1主月報(年報)を作成する。

!J'.Jif霊貨物の範囲は最初述べたとおり である。

鉄道管理局は貨物通知書によ って国鉄線発送 ・ 社線発送別 ・

発送局別に特種貨物を種類別に区分して月間の輸送トン数およ

び迎貨を計算ーし ， 特極貨物数主tおよび五Ii賃月報を作成して本社

梼査統計殺に送付する。本社は社線取扱の後払扱事業用貨物 ト

γ数および述貨を貨物通知書に よ っ て同様に計 Z7:し，鉄道管理

局から送付の月報と合算して月報(年報)を作成する。

4 車扱貨物車種別調査

この制ままは特定月の特定期日における貨物通知誌を使用して

行うもので，輸送貨物と使用:l:'l:車の央体を儲々の角度から観察

したものである。すなわち車扱貨物について貨車と積載貨物の

関係 ・ 事衝別利用度 ・ 貨車の流:lftiJ状況等を 01]らかにして， 輸送

対策資料とするほか貨車運用聞に， あるいは貨Jjï埠í OiIi計画の検

討資料とする。

本調査の調査方法と調査結果表とはつぎのとおりである。

(1) 剥査方法

国鉄線および連絡社線発送のもので国鉄線を輸送した車扱貨

物につき ， 鉄道管理局では貨物通知設によ って局別突績を調査

し， 一発駅(局 ・ 線 ・ 駅)・駅間キロ 稜 ・ 着駅(局 ・ 線・駅) ・ 品目 -

111極 ・ 111数 ・ 笑重量 ・ 運賃計算 ト γ数を事扱貨物品目別貨車極

頬別調査表に抜すいし，符号を付して本社若手査統計課に送付す

る。

鉄道管理局において作成された誹i査茨は下記の原表となり ，

これを計算して本調査の結巣表を作成する。

① 局見IJ車極別原表 ② 品目別事箇別llZ表 ③ キロ別1ji

個別J!主主長 ④ 事極別発着以l係局別l京表

(2) 制査結果表

lニ記原表によりつぎの数表を作成する。

~~ 1 表 局別 ・ 国社別・貨車F虫類別総括表

割~ 2 3長 品類別 ・ 車種別数量総括表

第 3 表 車種別 ・ 目的別使用貨車数量総括表

野， 4 表 国社別 ・ 品類別 ・ 品目別使用貨車数i在 l明細表

第 5 表 草笛別 ・ 走行キロおよび平均キロ表

第 6 表車種別 ・ キロ5JIJ分布表

第 7 表 局別 ・ 発着関係使用貨111数iil:明制11表

これらの諸表によって，輸送貨物と使用貨Ijïの笑体を観察す

るため，つぎの調査項目による事扱貨物事極別調査結果表を作

成している。

(1) 現在事と使用車の比較

車両台帳商の現在貨車および使用貨車の総車両数によって 111

極別車両数の比率を示し，現在"11に対する使用車の剖合を掲げ

る。

(2) 使用貨車の '11毎日リ利用度調査

11主極日 IJの使用車数によって利用される貨車の種類を示す。

(3) 使用貨車の車種と積載貨物の関係

輸送貨物と使用貨車の関係を示したもので，層型i欧貨物を品類

別に車極別ヰ1数によって計算するとともに， 積載貨物を品目見IJ

に車極別事数および輸送ト γ数によって計算する。

(4) 車!!Iì別 ・ 目的別の使用車調査

輸送貨物を通常貨物 ・ 事業用貨物および特種貨物に区分して，

これら貨物がどの極類の車によってどのくらい輸送されたかを

示す。

(5) 事鑑別の 1 車平均走行キロと II巨平均償îl主 ト γ数

使用111の紘nfiJJ状態を車極別にみるとともに 1巨額別貨車の平

均般i般企を示す。

(6) Jl1 f1J! íJ IJの分布状態調査

使用車の貨車キロによって貨草分布密度を車種別に示す。

(7) 貨]1'の ff(l紋効率調査

穆(l依貨物を品目別に突重量と運賃計算トン数による場合の車

種別措置載効率を比較する 3

(8) 貨111流動状況調査

発局の|刻係着局別に車極別工事数を示し， ]巨額別にみた:1!{専の

方向と利m皮を局別にあらわす。 (中村謙二)

しゅようせいどうき 手用制動後 (英) hand brake 平上で

ハンドノレを操作して人力のみにより ， 直接その車両に制動を行

うことのできる装位。一名手プレーキB

この tl~ !ff)J機の制動力については，制j輸子に作用する圧力をも

って定められていて，その圧力が，空事の場合制輪子に圧力の
20 

作用する車輸の， 軌条に対する圧力の一一以上であることと定
100 

められている。(三和逮忠)

しゅりん lまく 主林木 (英) main tree-crop. co-dominant tree 

鉄道林は災容の種類に応じて吹雪 ・ なだれ.7Æ砂 ・ 落石防止

等にi林の極類を分けて営林に当っているが， これらの目的を達

する上にj止も必要な条件を具備する樹種を， 主J駐車木として選定

している。したがって主林木は防災林としてその林を代表する

樹極であって針楽樹ではすぎ，ひのき，あかまっ， くろ まつ，

どいっとうひ，からまつ，とどまっ，広葉樹ではなら，くり，

けやき等である。一一」訓林木。(高村毅次)

しゆるいへんこう 種類変更 (乗車券類の) 旅客が鉄道係員

の承諾を得て，旅客運賃 ・ 料金の再計算ーの上，相当の手数料を

支払って，所持する急行券(乗車列車を指定しない普通急行券 ・

準急行券にかぎる)の普通急行・準急行の相互の極類， 寝台券

の特別室・普通室 ・ 上段・下段の相互の樋類または定期乗車券

の普通(均一定期乗車券を除く)・ 通勤 ・ 通学の相互の極類を変

更することをいう。この場合定期乗車券の極類変更で，通勤 ­

i通学定期衆車券に変更する場合には，旅客は通勤 ・ 通学の相当

証明治を拠出しなければならない。

1 変更l時期

急行券については列車出発前，寝台券については使用開始前

にかぎるが，定期乗車券については乗車券購求後であれば通用

開始目前でも開始日後でも取扱をする。

2 変更箇所

定期衆車券の種類変更はその発売した駅または案内所にかき'

ってl反倣うが， 急行券 ・ 寝台券の樋類変更は駅(案内所を除く)

でも梁務員でも10C扱をする。

3 変更回数

定期乗車券の樋類変更は 1 図にかぎって取扱うが， この場合
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